







































ロイ ド大量投与を要する疾患では生命予後ばか りでな く、腎臓、肺、脳 といった重大臓器の予後を考慮
して、その重大な副作用にも対処 しつつ果敢に素早い治療が求められます。一方で、直ちにそのような
重大な予後の問題のない関節 リウマチなどでも長期的にみると予後は不良であり、なるべ くステロイ ド
を使用しないか最低限にして他の治療法の組み合わせな どの工夫が必要になってきます。
　担当医はスタッフとして向井正也、近藤　真、後期研修医として神田真聡がお ります。
　対象疾患で最も多いのは関節 リウマチですが、次いで全身性エ リテマ トーデスが多いのが当科の特徴
です。







科 の名称 です が、昨年までは 「リウマチ科」 として いま したが、 関節 リウマチ以外の膠原病患者が ほ
とん ど来 院 しない とい う事態が あ り、今年度 か ら 「リウマチ ・免疫 内科」 と変更 させて も らっています。
　毎週火曜日に血液内科と合同で多職種による病棟のカンファレンス、月2回 、当科の外来の新患 と問
題のある患者についての外来カンファレンスを外来看護師と行っています。
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